
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ＥＬパネルの端子ピンを介して有機ＥＬパネルを電流駆動する有機ＥＬ駆動回路に
おいて、
　前記端子ピンに流す電流あるいはその基礎となる電流を受ける第１の入力側トランジス
タとこの第１の入力側トランジスタに対してカレントミラー接続され前記端子ピン対応に
設けられた多数の第１の出力側トランジスタとを有し、この第１の出力側トランジスタに
所定の量のミラー電流を生成することで受けた前記電流を前記端子ピン対応に分配する電
流分配回路と、
　前記端子ピンに対応して前記電流分配回路にそれぞれ設けられ、前記第１の入力側トラ
ンジスタにカレントミラー接続され所定のデータに応じて所定の個数が動作して前記端子
ピン対応に前記分配される電流に対して加算する電流を発生する複数の第２の出力側トラ
ンジスタを有する複数の電流調整回路と、
　前記複数の電流調整回路のそれぞれに前記所定のデータを送出する外部からデータ書込
が可能なメモリとを備
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え、
　前記電流調整回路は、第１および第２のスイッチ回路を有し、前記メモリはシフトレジ
スタであり、それぞれの前記第１の出力側トランジスタは、複数のトランジスタからなり
、その少なくとも１つは、第１のスイッチ回路を介して電源ラインあるいは分配電流の出
力端子に接続され、複数の前記第２の出力側トランジスタのぞれぞれは、前記第１の入力
側トランジスタにカレントミラー接続され、それぞれ第２のスイッチ回路を介して前記電



有機ＥＬ駆動回路。
【請求項２】

第１および第２の入力側トランジスタを駆動するカレントミラー回路と
前記メモリはシフトレジスタであり、前記第２の出力側トランジスタは、前記第１の出

力側トランジスタの出力電流に対して実質的に１／ｎ（ただしｎは２以上の数）の出力電
流を発生す 。
【請求項３】
　複数の前記第２の出力側トランジスタのぞれぞれは、それぞれ第１のスイッチ回路を介
して電源ラインあるいは分配電流の出力端子に接続され、前記第１のスイッチ回路は、前
記所定のデータに応じてＯＮ／ＯＦＦされる 記載の有機ＥＬ駆動回路。
【請求項４】
　有機ＥＬパネルの端子ピンを介して有機ＥＬパネルを電流駆動する有機ＥＬ駆動回路を
有する有機ＥＬ表示装置において、
　前記端子ピンに流す電流あるいはその基礎となる電流を受ける第１の入力側トランジス
タとこの第１の入力側トランジスタに対してカレントミラー接続され前記端子ピン対応に
設けられた多数の第１の出力側トランジスタとを有し、この第１の出力側トランジスタに
所定の量のミラー電流を生成することで受けた前記電流を前記端子ピン対応に分配する電
流分配回路と、
　前記電流分配回路にそれぞれ設けられ、前記第１の入力側トランジスタにカレントミラ
ー接続され所定のデータに応じて所定の個数が動作して前記端子ピン対応に前記分配され
る電流に対して加算する電流を発生する複数の第２の出力側トランジスタを有する複数の
電流調整回路と、
　前記複数の電流調整回路のそれぞれに前記所定のデータを送出する外部からデータ書込
が可能なメモリとを備

【請求項５】
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源ラインに接続され、前記第１および第２のスイッチ回路は、前記所定のデータに応じて
ＯＮ／ＯＦＦされる

　有機ＥＬパネルの端子ピンを介して有機ＥＬパネルを電流駆動する有機ＥＬ駆動回路に
おいて、
　前記端子ピンに流す電流あるいはその基礎となる電流を受ける第１の入力側トランジス
タとこの第１の入力側トランジスタに対してカレントミラー接続され前記端子ピン対応に
設けられた多数の第１の出力側トランジスタとを有し、この第１の出力側トランジスタに
所定の量のミラー電流を生成することで受けた前記電流を前記端子ピン対応に分配する電
流分配回路と、
　前記端子ピンに対応して前記電流分配回路にそれぞれ設けられ、第２の入力側トランジ
スタにカレントミラー接続され所定のデータに応じて所定の個数が動作して前記端子ピン
対応に前記分配される電流に対して加算する電流を発生する複数の第２の出力側トランジ
スタを有する複数の電流調整回路と、
　前記複数の電流調整回路のそれぞれに前記所定のデータを送出する外部からデータ書込
が可能なメモリと、
　前記 を備え、
　

る有機ＥＬ駆動回路

請求項２

え、
　前記電流調整回路は、第１および第２のスイッチ回路を有し、前記メモリはシフトレジ
スタであり、それぞれの前記第１の出力側トランジスタは、複数のトランジスタからなり
、その少なくとも１つは、第１のスイッチ回路を介して電源ラインあるいは分配電流の出
力端子に接続され、複数の前記第２の出力側トランジスタのぞれぞれは、前記第１の入力
側トランジスタにカレントミラー接続され、それぞれ第２のスイッチ回路を介して前記電
源ラインに接続され、前記第１および第２のスイッチ回路は、前記所定のデータに応じて
ＯＮ／ＯＦＦされる有機ＥＬ表示装置。

　有機ＥＬパネルの端子ピンを介して有機ＥＬパネルを電流駆動する有機ＥＬ駆動回路を
有する有機ＥＬ表示装置において、
　前記端子ピンに流す電流あるいはその基礎となる電流を受ける第１の入力側トランジス
タとこの第１の入力側トランジスタに対してカレントミラー接続され前記端子ピン対応に



第１および第２の入力側トランジスタを駆動するカレントミラー回路と
　前記メモリはシフトレジスタであり、前記第２の出力側トランジスタは、前記第１の出
力側トランジスタの出力電流に対して実質的に１／ｎ（ただしｎは２以上の数）の出力電
流を発生する
【請求項６】
　各前記第１の出力側トランジスタは１個のトランジスタであり、複数の前記第２の出力
側トランジスタのぞれぞれは、それぞれ第１のスイッチ回路を介して電源ラインあるいは
分配電流の出力端子に接続され、第１のスイッチ回路は、前記所定のデータに応じてＯＮ
／ＯＦＦされる の有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、有機ＥＬ駆動回路およびこれを用いる有機ＥＬ表示装置に関し、詳しくは、
携帯電話機等の表示画面の輝度むら調整が容易で、特に、高輝度カラー表示に適した有機
ＥＬ表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
携帯電話機，ＰＨＳ、ＤＶＤプレーヤ、ＰＤＡ（携帯端末装置）等に搭載される有機ＥＬ
表示装置の有機ＥＬ表示パネルでは、カラムラインの数が３９６個（１３２×３）の端子
ピン（以下ピン）、ローラインが１６２個のピンを持つものが提案され、カラムライン、
ローラインのピンはこれ以上に増加する傾向にある。
このような有機ＥＬ表示パネルの電流駆動回路の出力段は、アクディブマトリックス型で
も単純マトリックス型のものでもピン対応に電流源の駆動回路、例えば、カレントミラー
回路による出力回路が設けられている。
【０００３】
カレントミラー回路による出力回路は、ピン対応に配置され、そのドライブ段は、例えば
、特願２００２－８２６６２号に示されるように、ピン対応に多数の出力側トランジスタ
を有するパラレル駆動のカレントミラー回路とされて、手前の入力段となる基準電流発生
回路から基準電流を受けてピン対応にミラー電流を発生する。さらに、ピン対応にカレン
トミラーで構成されるＤ／Ａ変換回路を設けて、それぞれのＤ／Ａ変換回路が基準駆動電
流として前記のミラー電流を受けてこの電流を基準としてそれぞれに表示データを受けて
それぞれにＤ／Ａ変換してピン対応に駆動電流を生成し、前記のカレントミラーの出力回
路を駆動する。
【０００４】
このように、カレントミラー構成で駆動電流を生成することにより、例えば、パッシブマ
トリックスの場合には、数μＡ程度の微小な基準電流からｍＡあるいは１Ａ程度の大きな
電流を電力ロスを抑えて電流増幅することができ、低消費電力の駆動回路を実現すること
ができる。また、アクティブマトリックスの場合には、同様にして低消費電力で１ｎＡ～
１μＡの駆動電流を得ることがきる。
ところで、マトリックス状に配置した有機ＥＬ素子を電流駆動し、かつ、有機ＥＬ素子の
陽極と陰極をグランドに落としてリセットする有機ＥＬ素子の駆動回路が特許文献１とし
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設けられた多数の第１の出力側トランジスタとを有し、この第１の出力側トランジスタに
所定の量のミラー電流を生成することで受けた前記電流を前記端子ピン対応に分配する電
流分配回路と、
　前記電流分配回路にそれぞれ設けられ、第２の入力側トランジスタにカレントミラー接
続され所定のデータに応じて所定の個数が動作して前記端子ピン対応に前記分配される電
流に対して加算する電流を発生する複数の第２の出力側トランジスタを有する複数の電流
調整回路と、
　前記複数の電流調整回路のそれぞれに前記所定のデータを送出する外部からデータ書込
が可能なメモリとを備え、
　前記 を備え、

有機ＥＬ表示装置。

請求項５記載



て公知である。また、ＤＣ－ＤＣコンバータを用いて有機ＥＬ素子を低消費電力で電流駆
動する技術が特許文献２として公知である。
【０００５】
【特許文献１】
特開平９－２３２０７４号公報
【特許文献２】
特開２００１－１４３８６７号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
前記したこの発明の先行技術の特願２００２－８２６６２号では、有機ＥＬ表示パネルを
ピンを介して電流駆動する電流駆動回路の集積効率を上げるために、入力トランジスタ１
個に対してｎ個の出力トランジスタを持つ１対ｎのカレントミラー回路を設けて基準電流
をピン対応に分配している。この場合に、ｎが３０以上になると、分配される基準電流が
均一でなくなり、それが表示画面上で輝度むらとなって現れる。そこで、カレントミラー
回路の入力側トランジスタを出力側トランジスタの中央に配置するようにしているが、輝
度むらの低減に対する要求が高く、人の目は、輝度むらが気になると、細かい輝度むらま
で映るようになり、現在では、製造段階でのトランジスタの特性のばらつきによる輝度む
らが問題になってきている。
【０００７】
　図３は、この発明の先行技術における基準電流分配回路を中心とした電流駆動回路の説
明図である。
　１は、基準電流発生回路であり、２は、基準電流調整回路、３は、基準電流分配回路、
４は、カレントミラー構成の電流スイッチングＤ／Ａ変換回路（Ｄ／Ａ）、５は、出力段
電流源、そしてＸ 1，Ｘ 2～Ｘ mは、カラム側の出力端子であり、有機ＥＬパネルのピンに
接続される。
　基準電流分配回路３は、Ｐチャネルの入力側トランジスタＴＰ aとこの入力側トランジ
スタＴＰ aに対して並列に接続されたカレントミラー接続のＰチャネルの出力側トランジ
スタＴＰ b，ＴＰ c～ＴＰ mからなり、トランジスタＴＰ a 基準電流発生回路１により生
成され、基準電流調整回路２により調整された基準電流Ｉ refで駆動される。なお、基準
電流調整回路２は、製造工程でレーザトリミング等により基準電流がＩ refになるように
調整する回路であり、通常、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応してそれぞれ設けられ、ホワイトバランス
等の調整をするために利用される。 基準電流Ｉ refの出力端子である。
　ここで、基準電流分配回路３では、カレントミラー回路を形成する出力側トランジスタ
に３０個以上のトランジスタが使用されるので、入力側トランジスタに対して各トランジ
スタのペア性が十分採れなくなって、トランジスタＴＰ b，ＴＰ c～ＴＰ mの特性の相違に
より、各ピン対応に分配された出力電流ｉ 1～ｉ mにもばらつきが生じる。その結果、それ
ぞれのＤ／Ａ４の出力電流Ｉ 1～Ｉ mに同じようなばらつきが生じ、それが現在では、輝度
むらとして問題視されるようになってきている。
　この発明の目的は、このような従来技術の問題点を解決するものであって、携帯電話機
等の表示画面の輝度むら調整が容易で、特に、高輝度カラー表示に適した有機ＥＬ駆動回
路および有機ＥＬ表示装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　このような目的を達成するためのこの発明の有機ＥＬ駆動回路およびこれを用いる有機
ＥＬ表示装置の特徴は、端子ピンに流す電流あるいはその基礎となる電流を受ける第１の
入力側トランジスタとこの第１の入力側トランジスタに対してカレントミラー接続され端
子ピン対応に設けられた多数の第１の出力側トランジスタとを有し、この第１の出力側ト
ランジスタに所定の量のミラー電流を生成することで受けた電流を端子ピン対応に分配す
る電流分配回路と、この電流分配回路にそれぞれ設けられ、第１の入力側トランジスタに
カレントミラー接続され所定のデータに応じて所定の個数が動作して端子ピン対応に前記
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が、

２ａは、



分配される電流に対して加算する電流を発生する複数の第２の出力側トランジスタを有す
る複数の電流調整回路と、複数の電流調整回路のそれぞれに所定のデータを送出する外部
からデータ書込が可能なメモリとを備えるもので
　

【０００９】
【発明の実施の形態】
このように、この発明にあっては、電流分配を行う１対ｎのカレントミラー回路の第１の
入力側トランジスタにカレントミラー接続されあるいはこの第１の入力側トランジスタに
流れる電流に対応する電流が流される第２の入力側トランジスタにカレントミラー接続さ
れた複数の第２の出力側トランジスタを有するカレントミラー回路として電流調整回路を
構成する。そして、この電流調整回路を端子ピン対応に設けてそれぞれの回路の複数の第
２の出力側トランジスタを所定のデータに応じて所定個数動作させて、その動作するトラ
ンジスタの個数に応じて分配する電流に対して電流を加算調整する。
これにより、分配する電流の電流値の調整を第２の出力側トランジスタの動作数を所定の
データとして設定するだけで行うことができる。
通常、この種の回路をＩＣ化した場合に、カレントミラー回路は、同じ単位トランジスタ
を選択的に接続して形成することになる。多数の単位トランジスタを縦横に配列する回路
は、容易にＩＣ化できるので、単純な回路で電流値の調整がピン対応に可能になり、トラ
ンジスタの動作数で電流値の調整ができるので、その調整も容易である。
その結果、携帯電話機，ＰＨＳ等の装置ごとの表示画面の輝度むらの調整が容易で、特に
、高輝度カラー表示に適した有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置を容易に実現でき
る。
【００１０】
【実施例】
図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用した一実施例のカラムドライバの電流分配回
路を中心とするブロック図、図２は、分配電流値微調整回路を独立に設けたこの発明の他
の実施例のブロック図である。なお、図３と同一の構成要素は同一の符号で示し、その説
明を割愛する。
図１において、１００は、有機ＥＬ駆動回路のカラムドライバＩＣであって、１１は、そ
の基準電流分配回路であり、１２は、カラムドライバＩＣ１００の総ピン数Ｐに対してＰ
×４の段数のフリップフロップからなるシフトレジスタである。これにより１ピン当たり
４段のフリップフロップが割り当てられる。
基準電流分配回路１１は、カレントミラーを構成する入力側のトランジスタＴＰ aとこの
トランジスタＴＰ a、１個に対して、図３の出力側の１個のトランジスタは、複数個、例
えば、図３のトランジスタＴＰ bに対応するものとして、これを１０個のトランジスタＴ
Ｐ 1，ＴＰ 2～ＴＰ 10に分割して割り当て、さらに、２個の出力側トランジスタＴＰ 11，Ｔ
Ｐ 12を追加する。
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あって、
電流調整回路は、第１および第２のスイッチ回路を有し、メモリはシフトレジスタであ

り、それぞれの第１の出力側トランジスタは、複数のトランジスタからなり、その少なく
とも１つは、第１のスイッチ回路を介して電源ラインあるいは分配電流の出力端子に接続
され、複数の第２の出力側トランジスタのぞれぞれは、第１の入力側トランジスタにカレ
ントミラー接続され、それぞれ第２のスイッチ回路を介して電源ラインに接続され、第１
および第２のスイッチ回路は、所定のデータに応じてＯＮ／ＯＦＦされるものである。
　また、他の発明の構成として前記の電流調整回路が端子ピンに対応して前記の電流分配
回路にそれぞれ設けられ、前記複数の第２の出力側トランジスタが第２の入力側トランジ
スタにカレントミラー接続され所定のデータに応じて所定の個数が動作して端子ピン対応
に分配される電流に対して加算する電流を発生し、さらに複数の電流調整回路のそれぞれ
に所定のデータを送出する外部からデータ書込が可能なメモリと第１および第２の入力側
トランジスタを駆動するカレントミラー回路とを備えていて、メモリがシフトレジスタで
あり、第２の出力側トランジスタが第１の出力側トランジスタの出力電流に対して実質的
に１／ｎ（ただしｎは２以上の数）の出力電流を発生するものである。



その結果、１ピン当たりの出力側トランジスタＴＰ 1～ＴＰ 12で構成され、合計で出力側
トランジスタが１２個からなるカレントミラー回路となる。トランジスタＴＰ 1～ＴＰ 12
のソース側は電源ライン＋Ｖ DD（例えば３Ｖ）に接続され、ドレイン側は共通に出力端子
１１ｂに接続され、その出力電流がこの出力端子１１ｂを介してＤ／Ａ４に送出される。
ここで、トランジスタＴＰ aは、ドレインに基準電流調整回路２から電流シンクの基準電
流値Ｉ refを受ける。
【００１１】
出力側トランジスタＴＰ 1～ＴＰ 12のうち後ろの４個のトランジスタＴＰ 9～ＴＰ 12には、
それぞれのソースと電源ライン＋Ｖ DDとの間に図示するようにスイッチ回路ＳＷ 1～ＳＷ 4
が設けられ、これらが電流調整回路を構成している。
各スイッチ回路ＳＷ 1～ＳＷ 4は、シフトレジスタ１２のうち１ピン当たり、４段が割り当
てられ、その各段のフリップフロップ（ＦＦ）１３からＱバー出力（Ｑ出力の反転出力）
を受けて、フリップフロップに“１”がセットされたときにそれに対応するスイッチ回路
がＯＮされ、“０”がセットされたときにＯＦＦにされる。
シフトレジスタ１２にセットされるデータは、ＭＰＵ８からその入力端子１２ｂに入力さ
れるクロックＣＬＫに応じて電源投入時にその入力端子１２ａに送出されてシフトレジス
タ１２に設定される。
６は、表示データレジスタであって、ＭＰＵ８から各ピン対応に表示データがセットされ
る。この表示データレジスタ６にセットされた各ピン対応の表示データは、それぞれにピ
ン対応に設けられたＤ／Ａ４に送出されて、分配された基準電流を基準としてＤ／Ａ４に
よりアナログ値として変換される。
【００１２】
　さて、ここでは、スイッチ回路ＳＷ 1，ＳＷ 2を基本的にＯＮ状態に設定することで、基
準電流値Ｉ refを１０個のトランジスタに分割して生成して、これらトランジスタ１０個
の合計電流値として各ピン対応の分配電流を発生する。

　例えば、図３の基準電流を分配するピン対応の各トランジスタＴＰ b，ＴＰ c～ＴＰ mが
それぞれ４μＡの基準電流を分配電流として発生するものとすると、各トランジスタのチ
ャネル幅（ゲート幅）の比を１：１とすれば、トランジスタＴＰ～ＴＰ 10の１０個のトラ
ンジスタの出力電流の総計が４μＡとなるので、ここでは、トランジスタＴＰ 1～ＴＰ 10
の各トランジスタの出力電流は、４００ｎＡとなる。そこで、このときの基準電流調整回
路２から出力される基準電流値Ｉ refは４００ｎＡになる。
　このように１０個のトランジスタを並列に駆動することで分配する基準電流を生成する
と、１個のトランジスタで発生する場合のばらつきが平均化され、ばらつきを抑えること
ができる。さらに、スイッチ回路ＳＷ 1～ＳＷ 4のＯＮ／ＯＦＦさせる４ビットのデータを
所定の値に設定することで、この例では、－２０％～＋２０％の範囲で分配する基準電流
を１０％単位で加算調整することができる。
　この調整データは、製品出荷段階の輝度むら調整により、ＭＰＵ８に内蔵された不揮発
性メモリにデータとして設定される。なお、輝度むらは、画素単位で輝度を測定する輝度
測定装置により画面の輝度を測定し、その結果として前記の設定データがＭＰＵ８に対す
る入力されてデータとして生成される。
【００１３】
　実際の各ピン間の駆動電流値のばらつきは、基準電流調整回路２が設けられ、ここで、
精度の高い基準電流が生成され、製造技術の向上により現在では±３％程度の範囲に抑え
ることができる。そこで、Ｒ，Ｇ，Ｂのホワイトバランス調整のときは別として、実際上
は、－２０％～＋２０％の範囲での補正は必要ではなく、また、１０％単位の補正では補
正精度が粗い。
　そこで、前記の回路において、電流値調整用の４個のうち後の２個のトランジスタＴＰ
11～ＴＰ 12のチャネル幅（ゲート幅）の比をカレントミラーを構成する入力側のトランジ
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なお、スイッチ回路ＳＷ 1，ＳＷ 2
は、発生する分配電流の電流値自体を調整するために設けられた本願発明の請求項２ある
いは請求項６における第１のスイッチ回路の具体例である。



スタＴＰ aに対して２：１とすれば、－２０％～＋１０％の範囲で５％単位で、分配する
基準電流値を調整することができる。

　さらに、スイッチ回路を設けた出力側トランジスタを最後にスイッチ回路付きのトラン
ジスタを１個追加して、入力側のトランジスタＴＰに対する、これら３個のトランジスタ
のチャネル幅（ゲート幅）の比を３：１とすれば、約３％単位で分配する基準電流値を調
整することができる。また、スイッチ回路を設けた出力側トランジスタを最後にスイッチ
回路付きトランジスタを２個追加して、入力側のトランジスタＴＰに対するこれら４個の
トランジスタのチャネル幅（ゲート幅）の比を４：１とすれば、２．５％単位で分配する
基準電流値を調整することができる。
　ところで、チャネル幅（ゲート幅）の比は、ゲート幅で調整するのではなく、単位トラ
ンジスタを並列接続する個数により実現してもよいことはもちろんである。
【００１４】
さて、図１の実施例のスイッチ回路ＳＷ 1～ＳＷ 4もトランジスタで構成されるので、２．
５％単位以下のより精度の高い調整を行おうとすると、図１に示す電流値調整回路では、
その分、トランジスタの数が多くならざるを得ない。しかも、電流調整回路は、各ピン対
応に設けられるので、回路全体のトランジスタの数がかなり多くなる。
図２は、分配電流値微調整回路を独立に設けたこの発明の他の実施例のカラムドライバＩ
Ｃ１０１のブロック図であって、このような問題を解決している。
図２においては、図３の基準電流調整回路２に換えて基準電流調整回路７が設けられる。
この基準電流調整回路７は、レーザトリミング等により基準電流がＩ ref－０．０３×Ｉ r
efの値に調整する。これにより、調整基準となる電流値が９７％×Ｉ refとされ、－３％
下側に設定される。これは、製造技術の向上により基準電流分配回路１１により分配され
る基準電流値のばらつきが１００％±３％程度に抑えられることから、このばらつきの基
準電流値の下限値に入力される基準電流値を設定するものである。
基準電流値分配回路２０は、図３の出力側トランジスタＴＰ b，ＴＰ c～ＴＰ mの各トラン
ジスタに対して分配電流値微調整回路１４が設けられる。基準電流値のばらつきの下限値
に相当する０．９７×Ｉ refの基準電流値Ｉ rを前記基準電流調整回路７から受ける。
【００１５】
　図３の出力側トランジスタＴＰ bを代表として、その分配電流値微調整回路１４につい
て以下説明すると、出力側トランジスタ に対して、１個の入力側トランジスタＴＰ 2
0と６個のＰチャネルの出力側トランジスタＴＰ 21，ＴＰ 22～ＴＰ 26からなるカレントミ
ラー回路の分配電流値微調整回路１４が設けられる。図１と同様に、各トランジスタのソ
ース側は、スイッチ回路ＳＷ 1～ＳＷ 6を介して電源ライン＋Ｖ DDに接続され、ドレイン側
は、共通に出力端子１１ｂに接続されている。トランジスタＴＰ aは、下流に設けられた
Ｎチャネルトランジスタのカレントミラー回路１７により駆動される。
　なお、１１ｃは、図３の出力側トランジスタＴＰｃに対応する回路の同様な出力端子で
あり、縦の点線は、その境界ラインである。
　カレントミラー回路１７は、入力側のトランジスタＴＮ 1と出力側トランジスタＴＮ 2と
からなる回路であって、それぞれのソース側は、グランドＧＮＤに接続され、トランジス
タＴＮ 1のドレインに基準電流調整回路７から吐き出しの基準電流値Ｉ rを受け、出力側ト
ランジスタＴＮ 2にシンク電流Ｉ rを発生する。　トランジスタＴＮ 1とトランジスタＴＮ 2
とのチャネル幅（ゲート幅）の比を１：１とし、図３の基準電流Ｉ refを４μＡとすると
、基準電流値Ｉ rは、３．８８μＡになる。
【００１６】
分配電流値微調整回路１４は、入力側トランジスタＴＰ 20のドレインがＮチャネルのトラ
ンジスタＴＮ 3のドレインに接続され、このトランジスタＴＮ 3がカレントミラー回路１７
の入力側トランジスタＮ 1に出力側トランジスタとしてカレントミラー接続されている。
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なお、さらに追加したトランジスタＴＰ 11～ＴＰ 12
に設けられているスイッチ回路ＳＷ 3，ＳＷ 4は、分配電流の電流値に対して電流加算で調
整するために設けられた本願発明の請求項２あるいは請求項６における第２のスイッチ回
路に具体例である。

ＴＰ b



そして、トランジスタＴＮ 1とトランジスタＴＮ 3とのチャネル幅（ゲート幅）の比は、１
：１／１００となっている。そこで、カレントミラー接続された出力側トランジスタＴＰ
21～ＴＰ 25には、トランジスタＴＰａの１／１００の３８ｎＡの電流が流れる。なお、図
では、説明上、トランジスタＴＮ 3を１個のトランジスタで示して、チャネル幅（ゲート
幅）の比は、１００：１としているが、実際上は、１０：１のカレントミラー回路を２段
設けることで、１００：１の電流を生成する。
その結果、基準電流Ｉ refを４μＡの１／１００の約４０ｎＡ単位で電流値調整が可能と
なる。これにより、基準電流のばらつきの下限値である９７％×Ｉ refを下限として－３
％～＋３％の範囲で１％単位で出力側トランジスタＴＰａの出力電流値を調整することが
できる。
この実施例では、各スイッチ回路ＳＷ 1～ＳＷ 6は、シフトレジスタ１２のうち１ピン当た
り、６段が割り当てられ、その各段のフリップフロップ１３からＱバー出力（Ｑ出力の反
転出力）を受けて、フリップフロップに“１”がセットされたときにＯＮし、“０”がセ
ットされたときにＯＦＦする。なお、このときのシフトレジスタ１２の総段数は、この場
合、総ピン数Ｐ×６段である。
【００１７】
以上説明してきたが、実施例では、スイッチ回路ＳＷ 1～ＳＷ 6は、それぞれ各トランジス
タのソースと電源ラインとの間に設けられているが、これは、ドレインと各出力端子１１
ｂ，１１ｃ…との間にそれぞれ設けられていてもよい。
また、実施例では、基準電流調整回路２，基準電流調整回路７は、レーザトリミングによ
る電流調整回路としているが、これは、Ｄ／Ａ変換回路等により後からプログラム処理で
調整するようなソフトウエハによる調整回路であってもよい。
また、シフトレジスタ１２は、ＭＰＵ８から電源投入時にデータが設定されるようになっ
ているが、これは、不揮発性メモリで構成してもよく、製品出荷段階のテスト、調整段階
でデータがＭＰＵ８を介してあるいは直接不揮発性メモリに設定されるものであってもよ
い。
なお、実施例では、ＭＯＳＦＥＴトランジスタを主体として構成しているが、バイポーラ
トランジスタを主体としても構成してもよいことはもちろんである。また、実施例のＮチ
ャンネル型トランジスタ（あるいはｎｐｎ型）は、Ｐチャンネル型（あるいはｐｎｐ型）
トランジスタに、Ｐチャンネル型トランジスタは、Ｎチャンネル（あるいはｎｐｎ型）ト
ランジスタに置き換えることができる。この場合には、電源電圧は負となり、上流に設け
たトランジスタは下流に設けることになる。
また、有機ＥＬパネルの端子ピンとこの端子ピンに接続されるカラムドライバＩＣの出力
ピンとは、本来接続されて一体となるので、この明細書および特許請求の範囲においては
特に区別されるべきものではない。
【００１８】
【発明の効果】
以上説明してきたように、この発明にあっては、電流分配を行う１対ｎのカレントミラー
回路の第１の入力側トランジスタにカレントミラー接続されあるいはこの第１の入力側ト
ランジスタに流れる電流に対応する電流が流される第２の入力側トランジスタにカレント
ミラー接続された複数の第２の出力側トランジスタを有するカレントミラー回路として電
流調整回路を構成する。そして、この電流調整回路を端子ピン対応に設けてそれぞれの回
路の複数の第２の出力側トランジスタを所定のデータに応じて所定個数動作させて、その
動作するトランジスタの個数に応じて分配する電流に対して電流を加算調整する。
これにより、分配する電流の電流値の調整を第２の出力側トランジスタの動作数を所定の
データとして設定するだけで行うことができる。
その結果、携帯電話機，ＰＨＳ等の装置ごとの表示画面の輝度むらの調整が容易で、特に
、高輝度カラー表示に適した有機ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置を容易に実現でき
る。
【図面の簡単な説明】
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【図１】図１は、この発明の有機ＥＬ駆動回路を適用した一実施例のカラムドライバの電
流分配回路を中心とするブロック図である。
【図２】図２は、分配電流値微調整回路を独立に設けたこの発明の他の実施例のブロック
図である。
【図３】図３は、この発明の先行技術における基準電流分配回路を中心とした電流駆動回
路の説明図である。
【符号の説明】
１…基準電流発生回路、２…基準電流調整回路、
３，１１…基準電流分配回路、
４…Ｄ／Ａ変換回路（Ｄ／Ａ）、５…出力段電流源、
６…表示データレジスタ、８…ＭＰＵ、
１０，１００…カラムドライバＩＣ、
１２…シフトレジスタ、
１３…フリップフロップ、
Ｘ 1～Ｘ m…カラム側の出力端子、
Ｔ Pa～ TPn-1…トランジスタ。
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【 図 ３ 】
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置。解决方案：电流调节电路由具有多个第二输出晶体管的电流镜电路
构成，所述第二输出晶体管电流镜连接到一个到n个电流镜电路的第一输
入侧晶体管，所述电流镜电路传导电流分布或电流镜连接到第二输入侧
流晶体管流入与流入第一输入侧晶体管的电流对应的电流。对应于端子
引脚设置电流调节电路，并且根据规定的数据操作相应电路的规定数量
的第二输出侧晶体管，并且根据操作的晶体管的数量分别调节分配电
流。 Ž
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